
部 報 第１１５号
平成１６年４月５日

全国高体連卓球専門部

【平成１５年度 第２回理事会議事録】

Ⅰ 日 時：平成１６年３月２５日（木）１６：００～１８：００

Ⅱ 会 場：北海道札幌市（北海道立総合体育センター「きたえーる ）」

Ⅲ 議 事：

１ あいさつ

（財）全国高等学校体育連盟卓球専門部長 渡辺 彪

２ 協議事項

今後(財)全国高体連の会議のあり方に習い、さらに専門部の規約・規定に照らして、

理事会・評議員会の議案について整理・準備をしていきたい ［若尾理事長］→承認。

( ) 次年度事業計画1
①平成１６年度全国高等学校総合体育大会［開催地：島根県委員長 石田和也］

・ ５ 競技規則( )」の「細則」という表現が日本卓球ルールからなくなるから「細則」を「 1
削除する。

・女子学校対抗から始める。

・監督会議を例年より 分早くし、諸会議を３つにさせていただく。30
・プロ編成会議は学校対抗が公開抽選になるため、２泊３日で行う。従来の短冊ではなく、

パソコンを使用する。

・学校対抗の公開抽選には全国役員から若尾理事長以下９名の先生が出席する。９名の方は

８月５日(木）の１６：００に、他の全国役員は８月６日(金)１７：３０に集合いただき

たい。

・(宮澤理事)島根インターハイでの全国役員の集合が８月６日(金)１７：３０となっている

が、公開抽選会をたくさんの人で見た方が良いと思われるので、集合時間を早くすべきで

は？→公開抽選会までに来ることが可能な方にはお手伝いいただく。

・コンベンションセンターのためコートマットを敷く。観覧席は 名分用意。ただし、1520
片方にしかない。

・ 若尾理事長 「８ 引率・監督者について」はインターハイ全競技に共通の文言で変更は（ ）

認められない。また、各都道府県で定められたものがある場合はそれに従い、全国大会に

出場しなければならない。

<公開抽選について>（小坂副理事長）

・ 抽選ボール」→「番号札」などいくつかの修正点あり。「

②平成１６年度第３２回全国高等学校選抜卓球大会 ［開催地：奈良県委員長 斉藤了元］

・中央体育館・１６台、第２体育館・６台で実施。

・全国理事会は体育館隣の施設で行う。

・練習会場は奈良育英高校(２６，２７日)にお願いできた。

・(若尾理事長)参加料については平成１６年度の島根総体より変更になったので、全国選抜

もそれをならう。

③強化関係［安西事務局強化担当］

・技術委員会を中心に計画、治安やＳＡＲＳ等の影響で昨年中止したヨーロッパ遠征を実施

したい。

・(若尾理事長)日卓協から高体連の行う事業については全面的に協力をしていただける。

男女ＪＮＴも参加。

・来年度の冬季合宿、指導者講習会、春季合宿について



( ) 次年度収支予算案2
①経過報告［若尾理事長］

全国高体連より専門部会計について予算書を２月末までに、決算書を５月１０日までに提出

の指示あり。関川・安西両先生を中心にいろいろな先生のご意見をいただきながら予算書を

作り提出した。８月に補正予算を組むことで認めていただきたい。→承認

②一般会計・特別会計［関川会計担当理事］

今までの様式とは異なり、全国高体連の指導により管理費・事業費・予備費という

項目立てになり安西先生の助力により急遽作成した。ご助言いただきたい。

( )委員会・事務局提案3
①記録集発送と経過報告［若尾理事長］

優勝記録集が完成、各都道府県に発送させていただいた。本誌の方は島根インターハイまで

にはなんとかしたい。

・(石田副理事長）７０周年記念誌の会計報告は優勝記録集の前までのもの。

②専門部規約の一部改正について［小坂副理事長］

・(現行)理事待遇－２名 (改正)理事待遇－複数名 →承認

③全国高等学校選抜卓球大会の試合方式の変更について［小坂副理事長］

・全国選抜卓球大会・学校対抗の部の試合方式の変更について

アンケートの検討結果、インターハイ方式にしたい。

→試合時間の心配など様々な意見があったが承認→評議員会へ

・広島大会から実施の方向で準備する。

④ＩＴプロジェクト［小坂副理事長］

・卓球専門部のＨＰを持ちたい。岩手県高体連で開設の準備をさせていただいた。

・ＨＰのＵＲＬ -h t t p : / / w w w . k o u t a i r e n t t f . n e t /
・部報などを載せれば、今までの郵送代など経費削減につながる。

・ＨＰ掲載のデータ作成のご協力を各方面にお願いしたい。

・(若尾理事長)大会記録はこのＨＰを使ってリアルタイムに発信できるようにしたい。

ご協力をお願いしたい。

⑤平成１７年度全国高等学校総合体育大会定数案［坂部事務局長］→承認

・(安西委員長)千葉インターハイは見直しの第２弾、予算は茨城大会より３０％削減、

備品は極力購入せず借りる、人員削減、県の実行委員会の目標は質素な大会。

⑥平成１９年度全国選抜大会について［九州ブロック 大田黒理事］

・大分県の専門部委員長、県卓理事長病気のため平成１９年度(平成２０年３月実施）の選抜

大会を返上したい。→了承

( )役員組織［若尾理事長］4
・改選の年で、ブロック理事を島根インターハイまでに決めていただきたい。

・専門部の規定に従い、日卓役員の変更

（理事） 植松克之→若尾輝夫

※ 植松先生は関東ブロックの理事として残られる。

（評議員） 若尾輝夫 石田和也 小坂信彦→石田和也 小坂信彦 関川治郎, , , ,
・来年、役を降りられる方は、渡辺部長 前村副部長 森山委員長。, ,

３ 報告事項

( )日本卓球協会・全国高体連関係［若尾理事長］1
( )強化関係［安西ジュニア担当］2
( )年報関係［初田年報編集委員長］3
( )審判関係［中村副理事長］4
・サービスルール変更後、高校生のみの初の全国大会で、サービスでのトラブルが無いようも



う一度監督会議でお願いする予定。

( )全国大会の開催地予定について［若尾理事長］5
( )その他6
４ 連絡事項

( )今大会期間中のお願い［開催地・北海道委員長 池田 修］1
( )その他 ［坂部事務局長］2


